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Action of phased workshop in Central city of Small local region :
Case Study in Tamura city, Fukushima 1I
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	１　研究の目的
	４　まちづくりワークショップの特徴
	５　まちづくりワークショップの効果、課題、展望
	１）住民ができることを実感　“自分はどの提案に協力できるか”を示したことにより、行政側はインフラ整備等のハード面、住民はソフト面でのまちづくりに協力できると感じている一方、現地に赴くことの少ない学生は、インターネットを利用した提案や社会実験等、限られることが分かった。行政への不満が大きかった住民が、「空き店舗のシャッターを開ける」ために「持ち主の情報を集める」等のソフト面で協力できるという意思表示をし、住民の立場からまちづくりをするきっかけになったことが伺える（表２）。「実践に移したい」「インターネットを利用して、町のPRをする」という記述があり（アンケート調査）、今後のまちづくりを進める上で意義ある取り組みであったといえる。
	２）多主体が認識を共有　空間的ツールを用いたことで、将来像や方法論について、漠然とではなく具体的に議論できた。また駅前商店街など住民が重視している場所が明らかになった。

